
全員同じ所属部隊名を使用すること
共通の略語を使用（例：SRF、USNH-Y）
艦船の場合、艦種および艦番号（例：DDG-82）
飛行隊の場合、飛行隊番号（例：VFA-102）
作戦参謀の場合、一般名を使用（例：COMPHIBRON-11）
支所の場合、現地部隊名を使用（例：SRF Det Sasebo）
下の名前
ジュニアあるいはナンバーが名前に含まれる場合は、下の名前に付ける（例：John Jr.）
ハイフンがある場合にはダッシュを使用
苗字
ハイフンがある場合にはダッシュを使用
日月年の順（例：31 Mar 16）
この日付順にすること
日付が不明の場合には月末日を使用
スポンサーおよび家族は自身の名前を入力
ジュニアあるいはナンバーが名前に含まれる場合は、名前の後に付けること（例：John Jr.）
ハイフンがある場合にはダッシュを使用
スポンサーおよび家族は自身の苗字を入力
ハイフンがある場合にはダッシュを使用

妻、夫、息子、娘など
スポンサーは職場の建物番号（アルファベットと番号）
艦船に勤務するスポンサーの場合は空白
基地内に居住する家族は建物番号を入力（アルファベット、番号）
基地外に居住する家族は市町村名および郵便番号を入力

仕事をしていない場合、携帯電話Eメール、Eメール、ウェブメールなどのアドレスを入力

自宅にEメールアドレスがない場合、携帯電話Eメール、ウェブメールアドレスを入力

ダッシュを含む内線番号
ダッシュを含む電話番号
ダッシュを含む自宅の電話番号あるいは２台目の携帯電話番号
ダッシュを含むファックス番号

データフィールド 説明

スポンサー部隊

スポンサー名

スポンサーの姓

スポンサーのPRD

登録者（名）

登録者（姓）

スポンサーとの関係

建物番号

職場のEメールアドレス

自宅のEメールアドレス

職場の電話番号

携帯電話番号
自宅の電話番号
ファックス番号

部隊代表者へ
この情報を貴基地の危機管理担当士官(EMO)へディスクあるいは安全なEメールで提出して下さい。連絡先は下記参照。こ
のファイルには個人情報が含まれているため、記載後はEMOへ送るまで責任をもって管理して下さい。ファイル名に部隊名
と日付を含め保存して下さい。（例：SRF 1Apr2013)  部隊はこの情報を四半期毎に更新、照合する必要があります。

CFAY EMO  243-1713 or 1714 (046-816-1713 or 1714)

CDNS登録用紙指示書
CDNSとはコンピューターデスクトップ通知システムの略語です。陸上部隊が、即座に緊急通知をワンネット・コンピューター
デスクトップに送信するように家庭や職場などの携帯メールや電話に送信するシステムです。

スポンサーおよびそのご家族の方へ
CDNS登録用紙（CFAYホームページ上にリンクあり）に情報を入力して下さい。
サンプル表（CFAYホームページ上にリンクあり）に記入例があります。
1.職場でワンネット・コンピューターを使用するスポンサーは、家族の情報のみを記入して下さい。スポンサーの情報はシス
テム・トレイのパープル・グローブによって職場のワンネット・コンピューターからCDNSに入力されます。
2.艦船あるいは他のネットワークを利用するスポンサーは自身と家族の情報を入力して下さい。自身の電子メールアドレス
や電話を持っていない家族の情報は必要ありません。

全て入力が終わったら、自身のコンピューターに保存し、EメールでCFAY-CDNS@fe.navy.milに送信してください。


